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ベンチづくりに汗を流す「かせやまクラブ」

川 端 雅 夫議 長

総務管理費
（地方公共団体を結ぶ情報通信ネットワークの入れ替え）

特定目的基金費
（土地開発基金積立金）

企　画　費
（提案公募型補助事業助成金）

子育て支援事業費
（放課後健全育成事業委託料）

補正の主なもの

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

　
提
案
公
募
型
補
助
事
業
の
補
正
が
提
出

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
に
よ
れ
ば
金
額
の

上
限
は
設
定
し
な
い
の
か
。

　
こ
の
事
業
は
一
件
五
十
万
円
を
目
安
に

し
て
い
る
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
金
額
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
実
績
の
な
い
﹁
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
﹂
に

委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
法

的
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　
指
定
団
体
と
な
る
こ
と
が
出
来
る
組
織

に
地
方
自
治
法
上
の
規
定
は
な
い
。
法
人

格
も
必
要
な
く
問
題
は
な
い
。

問答問答

407万円
　

770万円
　

30万円
　

72万円

12月定例会

2,902万円を可決

一般会計補正予算

　
十
二
月
十
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
九
日
間
開
か
れ
、
二
十
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
や
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
勝
浦
町
の
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
選
任
等
に
つ
い
て
審
議
し
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
八
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
の
考
え
を
問
い
ま
し
た
。

予算総額　28億923万円に

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

　
　
　
　
　
　  

選
任
等
を
可
決

　
日
本
列
島
に
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
議
員
一
丸
と
な
り
、
知
恵
を
出
し
合

い
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

勝 

浦 

町 

議 

会

ῴ 

年
頭
に
あ
た
っ
て 

ῴ

2議会だより かつうら

DTP
公の施設の指定管理者選任等を可決



土地開発公社の所有地（棚野）

「はぐくみクラブ」でおもちつき

　集中改革プランの推進にあたっては毎年検証を行い、住民サービスの低下にならないよ
うに努められたい。

　ごみ処理問題については、分別ステーションの全町的な設置に努め、さらなるごみの減
量化を図られたい。

　農業振興に対する施策の充実強化を図るため、町独自の推進策を講じ勝浦農業の方向性
を示されたい。

　町民の健康管理については、生活習慣病等を含め予防啓発の更なる取り組みを図られたい。

　学校施設の耐震化を図り、児童・生徒の安全確保に努められたい。

　地域医療の役割を充分に果たすために、職場の環境を改善し、医師・看護師の確保に努
め住民福祉の向上を図られたい。

総務税務課

住 民 課

産業建設課

福 祉 課

教育委員会

勝 浦 病 院

　
十
二
月
三
日
に
委
員
会
を
開

き
、
十
九
年
度
補
正
予
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
棚
野
地

区
に
あ
る
土
地
開
発
公
社
の
所

有
地
の
買
い
上
げ
と
、
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
用
地
の
買
い
上
げ
額
は
。

　
ま
た
、
毎
年
の
支
払

い
利
息
は
。

　
土
地
開
発
基
金
と
し

て
約
四
千
四
百
万
円
あ

る
が
、
不
足
額
七
百
七
十
万
円

を
補
正
す
る
。
利
息
は
毎
年
約

八
十
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
簡
易
水
道
の
使
用
料

金
滞
納
者
に
つ
い
て
、

組
合
長
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な

意
見
が
出
た
の
か
。

　
滞
納
者
に
は
町
か
ら

督
促
状
を
出
す
。

　
十
二
月
三
日
に
委
員
会
を
開

き
、
各
担
当
課
か
ら
条
例
改
正
、

補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
審
議
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
出
産
育
児
一
時
金
の
給

付
額
が
、
現
行
の
三
十
五
万
円

か
ら
三
十
八
万
円
に
増
額
さ
れ

る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
民
が
出
産
す
る
場
合
、

地
理
的
条
件
な
ど
に
問

題
は
な
い
の
か
。

　
県
内
に
は
分
娩
出
来

る
施
設
が
二
十
三
施
設

あ
り
問
題
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予

算
、
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
は
、
内
容

を
十
分
理
解
し
て
い
る
団
体
が

受
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
制
度
の
規
定
に

よ
り
公
募
し
た
が
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
一
団
体
し
か

申
請
が
な
か
っ
た
。

問答問答

問

答問答

　９月定例会で総務産建常任委員会に付託されていた、平成19年度各会計の決算について、委員

長から「特に留意すべき事項」を付け認定すべきと報告があり、全員一致で認定しました。

28億5,258万円を認定

︻ 

主
な
留
意
事
項 

︼

平成19年度一般会計決算平成19年度一般会計決算

総
務
税
務
課
長
か
ら

総
務
税
務
課
長
か
ら

福
祉
課
長
か
ら

産
業
建
設
課
長
か
ら

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

出
産
育
児
一
時
金

　
　
　 

三
万
円
増
額

土
地
開
発
公
社
所
有
地

町
が
買
い
上
げ

指
定
管
理

  

社
会
福
祉
協
議
会
に

3 議会だより かつうら

DTP
委員会ハイライト

DTP
総務産建常任委員会

DTP
出産育児一時金三万円増額



視察研修報告視察研修報告視察研修報告視察研修報告視察研修報告

各農家をまわる集荷トラック

ペレット製造行程の説明を受ける

　
消
防
団
の
指
導
を
受
け
消
火
訓
練

　
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施

　　
中
角
地
区
の
自
主
防
災
隊
は

平
成
十
五
年
九
月
に
結
成
さ
れ
、

毎
年
二
月
と
九
月
に
消
火
栓
の

点
検
・
放
水
訓
練
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
十
九
年
二
月
に

は
隊
員
二
十
四
名
で
組
織
体
制

を
整
え
、
本
部
を
中
角
集
会
所

に
置
き
、
八
カ
所
の
避
難
場
所

を
設
け
て
各
家
庭
に
組
織
表
︵
連

絡
表
︶
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
九
月
の
全
町
一

斉
防
災
訓
練
で
は
避
難
訓
練
・

消
火
訓
練
お
よ
び
消
火
栓
の
点

検
に
第
六
分
団
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
二
月
の
消
火
訓

練
で
は
、
婦
人
会
の
炊
き
出
し

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
集
会
所
や
地
区
内
八

カ
所
に
消
火
栓
マ
ッ
プ
を
掲
示

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
避
難
路

や
危
険
場
所
の
点
検
な
ど
安
全

な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
︵
中
角
区
長
︶

【 10月７日〜９日 】総務産建常任委員会

　　　   木質バイオマス事業「 真庭バイオエネルギー（株） 」
　岡山県真庭市は面積の八割を森林が占める林業の盛んな町である。

ここでは製材や木材加工から出る端材をチップやペレットにしてボイ

ラーの燃料にする「木質バイオマス」に取り組み、全国から脚光を浴

びている。

　この事業の目的は「過疎や高齢化が進む中、ないものねだりをする

より、今あるものを生かし、真庭市をエネルギー循環型社会のモデル

に」と言うものである。

　勝浦町も真庭市と同様に森林面積が大部分を占めるので、林業振興

は環境、洪水防止、経済効果などの面からも今後の重要課題であり、

そのためにも間伐材の有効利用には広域で取り組む必要がある。

　　　   産直市のネットワーク化で農林水産大臣賞

　　  「 奥出雲産直振興委員会 」
　島根県の奥出雲産直振興委員会はいろいろなアイデアで産直市

を盛り上げ、地産地消の取り組みで平成18年度に農林水産大臣

賞を受賞している。

　その内容は、14の産直市をネットワークで結び品ぞろえの効

率アップを図っていることや有機栽培の認証によるエコファーム

の採用、都市で開く産直市、トラック集荷による参加農家の拡大

などである。

　勝浦町も「道の駅」事業を検討しているが、良いアイディアで

農・商・工連携のメリットが十分に生かされるよう取り組みたい。

ま　に わ

防  災 シリーズ

毎
年
二
回
の
防
災
訓
練
を
実
施

﹃ 

中
角
自
主
防
災
隊 

﹄

視察２

視察１

4議会だより かつうら



一 般 質 問

熱気に満ちた農業活性化シンポジウム

中田町長

総
務
税
務
課
長

答

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

　

　
﹁
住
み
や
す
い
町
﹂
と

し
て
、
健
常
者
や
弱
者

が
共
に
社
会
の
な
か
で
同
じ
生

活
が
出
来
る
よ
う
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
過
去
の
定
例

会
に
お
い
て
も
再
三
質
問
が
出

さ
れ
、
町
の
﹁
新
総
合
振
興
計

画
﹂
の
な
か
で
も
公
共
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
立
て
な
が

ら
、
整
備
が
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
は
。

　
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安

心
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
す

る
た
め
に
も
重
要
な
施
策
で
あ

り
﹁
人
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
﹂

実
現
の
た
め
進
め
て
行
き
た
い
。

　
町
の
振
興
計

画
の
趣
旨
に
沿

う
よ
う
に
、
新
年
度
か
ら
年
次

計
画
を
立
て
て
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

　

　
全
世
界
に
大
不
況
が

吹
き
荒
れ
る
な
か
、
農

業
経
営
に
と
っ
て
肥
料
や
農
薬
、

原
材
料
費
の
高
騰
な
ど
厳
し
い

現
状
と
な
っ
て
お
り
、
今
こ
そ

農
業
の
基
本
か
ら
考
え
直
し
、

新
し
い
農
業
に
再
編
す
べ
き
時

で
あ
る
。
町
と
し
て
の
施
策
は
。

　
ま
た
、
一
月
に
開
催
さ
れ
る

﹁
農
業
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹂

の
内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

こ
の
機
会
に
町
長
か
ら
﹁
あ
っ

と
驚
く
よ
う
な
﹂
思
い
切
っ
た

提
言
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
今
後
の
農
業
振
興
策
に
つ
い

て
は
町
単
補
助
事
業
を
活
用
し
、

栽
培
記
録
等
を
徹
底
す
る
こ
と

で
﹁
安
全
・
安
心
﹂
で
売
れ
る

も
の
作
り
を
指
導
し
て
行
き
た

い
。
　
ま
た
、
﹁
農
業
活
性
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
﹂
は
、
果
樹
を
主
体

と
し
た
複
合
経
営
を
め
ざ
す
勝

浦
農
業
の
活
性
化
の
方
策
を
考

え
る
契
機
と
し
て
、
﹁
勝
浦
い

き
い
き
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
﹂
主
催

に
よ
り
一
月
十
五
日
に
開
催
を

す
る
。

　
考
え
る
農
業
、

新
し
い
農
業
は

Ｊ
Ａ
と
県
・
町
が
一
体
と
な
っ

て
の
再
編
を
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
る
。

　
勝
浦
み
か
ん
の
活
性
化
に
向

け
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機

と
し
て
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
。

　
﹁
子
供
の
遊
び
場
が

な
い
の
で
造
っ
て
ほ
し
い
﹂

こ
れ
は
若
い
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
切
実
な
願
い
で
あ

る
。

　
三
月
の
質
問
で
﹁
星
谷
運
動

公
園
・
ち
び
っ
子
広
場
に
遊
び

場
確
保
の
た
め
遊
具
の
再
設
置

を
﹂
と
求
め
て
き
た
が
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
運
動
公
園
の
有
効
利
用
か
ら

遊
具
の
設
置
は
必
要
で
あ
る
。

　
新
年
度
予
算

で
、
星
谷
運
動

公
園
に
遊
具
を
増
設
し
た
い
。

問

問

問

町
長

答

町
長

答

町
長

答

産
業
建
設
課
長

答

国

清

一

治
議

員

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で

  
住
み
や
す
い
町
に

集
会
所
を
整
備

　
　
新
年
度
に
予
算
化
︵
町
長
︶

農
業
再
編
は
　
　
　

Ｊ
Ａ
・
県
と 

︵
町
長
︶

考
え
る
農
業

　  

新
し
い
農
業
を

星
谷
運
動
公
園
に
増
設 

︵
町
長
︶

子
供
の
遊
び
場

　  

遊
具
の
設
置
を

5 議会だより かつうら

DTP
考える農業新しい農業を

DTP
子供の遊び場遊具の設置を



一 般 質 問

今年からスタートした美しい森林づくり事業（棚野）

前田病院事務局長

病
院
事
務
局
長

答

　
経
済
不
況
の
波
は
中

小
零
細
企
業
に
大
き
く

押
し
寄
せ
て
来
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
非
常
時
に
は
商
工
業
者

に
対
し
て
町
独
自
の
支
援
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
融
資
の
利
子
補
給
や
プ
レ
ミ

ア
付
商
品
券
の
増
額
、
商
店
街

活
性
化
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん

で
は
ど
う
か
。

　
利
子
補
給
に

つ
い
て
趣
旨
は

十
分
理
解
し
て
い
る
。
内
容
を

検
討
し
支
援
出
来
る
体
制
を
整

え
た
い
。

　
プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
の
地
元

購
買
力
ア
ッ
プ
の
効
果
は
認
識

し
て
お
り
、
業
者
の
自
助
努
力

も
期
待
し
て
、
新
年
度
予
算
で

増
額
を
検
討
し
た
い
。

　
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
利
用
し
て
、

商
店
や
商
品
を
紹
介
す
る
事
業

に
関
係
団
体
と
よ
く
協
議
し
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

　

　
美
し
い
森
林
づ
く
り

事
業
は
、
今
年
度
か
ら

一
千
万
円
の
予
算
で
簡
易
水
道

の
水
源
確
保
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
、
森
林
の
手
入

れ
は
環
境
、
防
災
、
林
業
振
興

な
ど
そ
の
効
果
は
多
岐
に
わ
た

る
。
今
後
も
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
、
現

況
と
今
後
の
展
開
は
。

　
現
在
、
森
林
組
合
に
事
業
を

委
託
し
、
棚
野
地
区
で
間
伐
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
五
年

間
の
継
続
事
業
の
予
定
で
他
の

地
区
で
も
実
施
し
た
い
。
事
業

の
適
正
、
効
果
に
つ
い
て
は
検

証
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。

　

　
質
の
良
い
医
療
を
効

率
的
に
提
供
し
て
行
く

目
的
で
機
能
評
価
を
受
審
し
た

が
、
結
果
と
対
応
は
。

　
診
療
、
看
護
、
事
務
部
門
の

各
分
野
で
五
百
三
十
二
項
目
に

わ
た
っ
て
審
査
を
受
け
、
医
師

一
名
の
不
足
を
指
摘
さ
れ
た
。

　
今
後
、
医
師
確
保
に
全
力
を

あ
げ
る
と
と
も
に
医
師
の
過
重

労
働
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
職

場
環
境
の
改
善
を
積
極
的
に
行

い
た
い
。

問

町
長

答

問 問

総
務
税
務
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答 美
し
い
森
林
づ
く
り
事
業

現
況
と

　  

今
後
の
展
開
は

勝
浦
病
院

機
能
評
価
の
受
審

　  

結
果
と
対
応
は

プ
レ
ミ
ア
付
商
品
券
の

増
額
は
検
討
す
る
︵
町
長
︶ 

　
　

　

　

公

一
議

員

■ 

そ
の
他
の
質
問

　   

○ 

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

不
況
対
策

  
商
工
業
者
へ
の
支
援
策
は

６議会だより かつうら

DTP
ひとみ蔀公一議員

DTP
現状と今後の展開は



一 般 質 問

安２認証を受けているいちご農家（星谷）

折野副町長

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

　
基
幹
産
業
で
あ
る
み

か
ん
や
農
産
物
に
付
加

価
値
を
つ
け
、
高
値
で
販
売
す

る
た
め
に
県
の
安
全
・
安
心
の

﹁
安
２
認
証
﹂
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
町
と
し
て
の
対
応
は
。

　
ま
た
、
昨
年
十
二
月
議
会
の

質
問
で
、
﹁
農
業
振
興
の
専
門

技
術
員
導
入
つ
い
て
、
二
十
年

度
に
予
算
化
す
る
﹂
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な

っ
た
の
か
。

　
﹁
安
２
認
証
制
度
﹂
は
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て

も
取
得
者
を
広
げ
る
な
ど
指
導

し
て
行
き
た
い
。　

農
作
物
の
品

質
や
選
別
の
バ

ラ
ツ
キ
等
を
解
消
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、

市
場
性
、
信
頼
性
を
高
め
る
た

め
に
専
門
技
術
員
は
必
要
で
あ

る
。
　

　
今
後
、
さ
ら
に
詳
細
を
詰
め
、

新
年
度
に
導
入
を
検
討
す
る
。

　

　

最
近
、
地
球
温
暖
化
と

も
に
有
害
鳥
獣
が
異
常

に
繁
殖
し
農
作
物
が
荒
ら
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
電

気
さ
く
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
の

状
況
と
捕
獲
数
は
。

　
ま
た
、
新
年
度
の
対
策
予
算

は
。

　
平
成
二
十
年
度
は
町
単
で
電

気
さ
く
が
一
件
で
六
百
メ
ー
ト

ル
。
ネ
ッ
ト
は
十
二
件
で
千
三

百
メ
ー
ト
ル
を
設
置
し
て
い
る
。

　
捕
獲
数
は
イ
ノ
シ
シ
三
十
五

頭
、
シ
カ
四
十
頭
、
サ
ル
十
四

頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
七
頭
、
タ
ヌ

キ
五
頭
、
カ
ラ
ス
三
羽
と
な
っ

て
い
る
。

　
新
年
度
の
予
算
は
報
奨
金
百

七
十
五
万
円
や
、
農
業
振
興
費

の
電
気
さ
く
等
の
補
助
金
二
百

万
円
、
捕
獲
料
五
十
万
円
を
予

定
し
て
い
る
。

　
県
道
徳
島
上
那
賀
線
は
、

消
防
車
や
救
急
車
の
対

向
の
支
障
と
な
る
狭
あ
い
な
箇

所
も
多
く
、
早
急
な
二
車
線
化

が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
最
近
生
比
奈
小
学
校

西
で
夜
間
、
車
同
士
の
接
触
事

故
が
あ
る
な
ど
、
地
元
住
民
か

ら
中
角
工
区
の
早
期
実
施
の
要

望
が
あ
る
が
、
取
り
組
み
状
況

は
。

　
県
道
改
良
と
し
て
中
角
工
区

は
、
今
月
末
で
な
い
と
予
算
の

配
分
が
決
ま
ら
な
い
。

　
今
後
、
狭
あ
い
部
か
ら
改
良

を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
県
道
徳
島

上
那
賀
線
は
、

生
活
道
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
道
路
で
あ
る
。
　
　

　
沖
野
工
区
、
長
柱
工
区
、
柳

原
工
区
の
二
車
線
化
が
図
ら
れ

た
が
、
今
後
と
も
未
改
良
区
間

が
一
日
も
早
く
改
良
出
来
る
よ

う
努
力
を
し
て
行
き
た
い
。 

問

町
長

答

問

問

副
町
長

答

あ
ん
あ
ん

あ
ん
あ
ん

産
業
建
設
課
長

答

新
年
度
に
導
入
を
検
討 

︵
町
長
︶ 

　
　

有
害
鳥
獣
被
害

　
　  

そ
の
対
策
は

山

野

忠

男
議

員

県
道
徳
島
上
那
賀
線

二
車
線
化
は

 
安
 
あ
ん
あ
ん
 

認
証
と

   
専
門
技
術
員
の
導
入
を

２

7 議会だより かつうら

DTP
あんあん認証と専門技術員の導入を

DTP
安安認証と専門技術員の導入を

DTP
有害鳥獣被害その対策は



一 般 質 問

新型インフルエンザに有効なマスクなど

中田町長

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

　
短
期
被
保
険
者
証
の

発
行
数
が
近
隣
町
村
に

比
べ
て
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、

滞
納
者
に
対
し
て
は
人
道
的
に

対
話
し
て
、
短
期
被
保
険
者
証

や
資
格
証
明
書
の
発
行
が
最
小

限
に
な
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。

　
ま
た
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど

も
は
無
保
険
に
な
ら
な
い
よ
う

約
束
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
健
康
を
守
る

と
い
う
観
点
か

ら
、
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
に

つ
い
て
は
滞
納
者
の
実
情
を
十

分
に
聞
き
、
機
械
的
な
処
理
を

し
な
い
よ
う
き
め
細
か
い
対
応

を
し
て
行
く
。

　

　
町
内
に
あ
る
工
場
に

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
派
遣
さ
れ
て
い
る

が
、
派
遣
中
止
の
心
配
は
な
い

の
か
。

　
ま
た
、
都
会
に
は
田
舎
暮
ら

し
に
夢
を
持
っ
て
い
る
人
が
増

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
や
る
気

の
あ
る
人
に
勝
浦
の
農
業
を
再

生
し
て
も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
町
内
の
工
場

で
は
不
況
に
よ
る
人
員
削
減
は

な
い
が
、
四
半
期
の
業
績
に
よ

っ
て
は
今
後
予
想
さ
れ
る
。

　
田
舎
暮
ら
し

を
希
望
す
る
人

に
は
、
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

と
に
あ
る
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
は
絶
え
ず

新
し
い
情
報
を
町
民
に
伝
え
、

備
え
を
万
全
に
す
べ
き
と
思
う

が
、
今
後
の
対
策
は
。

　
広
報
な
ど
で

周
知
し
、
初
期

の
行
動
に
も
十
分
に
配
慮
し
て

正
し
い
情
報
で
適
切
な
対
応
が

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

　
与
川
内
地
区
の
大
平

谷
は
、
埋
め
立
て
後
に

花
木
を
植
え
る
と
地
元
住
民
に

説
明
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
い

つ
出
来
る
の
か
。

　
最
近
、
各
地
区
で
畑
総
工
事

や
広
域
農
道
工
事
が
原
因
と
み

ら
れ
る
傷
み
で
、
自
転
車
な
ど

の
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
が
。

　
ま
た
、
沼
江
地
区
に
は
町
道

が
水
没
す
る
箇
所
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

　
大
平
谷
の
花
木
の
植
え
付
け

に
つ
い
て
は
、
い
つ
に
な
る
か

聞
い
て
い
な
い
。

　
町
道
の
整
備
は
区
長
か
ら
の

要
望
に
よ
り
優
先
順
位
を
決
め

て
い
る
。

　
沼
江
地
区
の
町
道
水
没
に
関

し
て
は
、
通
称
﹁
犬
返
り
﹂
の

川
床
な
ら
し
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　

問

問

町
長

答

問

問

町
長

答

町
長

答

森

本

　

守
議

員

国
民
健
康
保
険

  
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
は

  
無
保
険
に
な
ら
な
い
よ
う
に

き
め
細
か
い
対
応
を
す
る 

︵
町
長
︶  

■ 

そ
の
他
の
質
問

　
　

○ 

正
木
ダ
ム
関
連

　
　  

二
十
八
項
目
に
つ
い
て

雇
用
対
策
に
つ
い
て

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

  

対  

策  

は

町
道
の
安
全
対
策
は

８議会だより かつうら

DTP
森本守議員



一 般 質 問

沼　江 兀　山

中　山

天　川

叶　原

㈱ナカテツ

徳島第２工場

沼江バイパス計画路線

倉坪産業建設課長

産
業
建
設
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

　
地
権
者
と
の
用
地
交

渉
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
七
月
か
ら
県
と
町
職
員
で
関

係
者
に
協
力
要
請
し
て
き
た
が
、

地
元
の
理
解
を
得
て
十
一
月
中

旬
に
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ

た
。
現
在
、
契
約
書
類
等
が
整

っ
た
人
か
ら
契
約
に
回
り
、
二

月
中
に
完
了
し
た
い
。

　

　
水
田
や
果
樹
園
の
耕

作
放
棄
地
が
目
立
っ
て

来
て
い
る
。
主
た
る
原
因
と
面

積
は
。

　
ま
た
、
再
生
が
可
能
と
見
込

ま
れ
る
面
積
と
方
策
は
。

　
本
年
の
調
査
で
は
約
十
三
ha

の
放
棄
地
が
あ
る
。
発
生
原
因

と
し
て
は
高
齢
化
に
よ
る
労
働

力
不
足
、
低
生
産
性
、
土
地
条

件
の
悪
さ
や
農
地
の
受
け
手
が

い
な
い
な
ど
の
理
由
が
あ
る
。

　
町
で
は
耕
作
放
棄
地
に
な
ら

な
い
よ
う
中
山
間
直
接
支
払
制

度
で
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ

の
施
策
が
放
棄
解
消
に
な
る
か

ど
う
か
不
安
定
な
要
素
を
含
ん

で
い
る
。
本
町
の
場
合
、
耕
作

の
意
志
は
無
い
も
の
の
、
農
地

を
他
人
に
貸
す
の
も
不
安
で
あ

る
と
い
っ
た
こ
と
も
要
因
の
一

つ
で
あ
る
。
放
棄
地
解
消
の
方

策
は
難
し
い
が
、
各
種
農
業
講

座
や
産
直
市
、
町
の
農
業
振
興

補
助
事
業
、
機
械
等
を
利
用
し

て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　

　
高
齢
化
し
た
農
業
者

の
支
援
対
策
や
耕
作
放

棄
地
再
生
の
た
め
に
、
小
規
模

生
産
組
合
の
小
型
バ
ッ
ク
ホ
ー

購
入
に
町
が
補
助
出
来
な
い
か
。

　
ま
た
、
県
の
補
助
事
業
対
象

と
し
て
要
望
し
て
は
。

　
現
在
あ
る
町
の
機
械
を
積
極

的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
に
な
っ
て
県

に
要
望
に
行
っ
た
が
、
建
設
機

械
で
あ
り
農
業
機
械
と
し
て
は

補
助
出
来
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
。

問

問

問

産
業
建
設
課
長

答

森
　
　 

健  
議
員

沼
江
バ
イ
パ
ス

  
用
地
交
渉
の
進
み
具
合
は

全
地
権
者
か
ら
協
力
の
同
意
を

も
ら
ℕ
て
い
る 

︵
産
業
建
設
課
長
︶  

耕
作
放
棄
地

解
消
と
再
生
対
策
は

バ
ッ
ク
ホ
ー

　  

購
入
に
補
助
を

補
助
事
業
な
ど
を
利
用

 

︵
産
業
建
設
課
長
︶

9 議会だより かつうら
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森健議員

DTP
バックホー購入に補助を



一 般 質 問

初めて開催されたファミリースポーツフェスティバル

伊丹総務税務課長

　
﹁
道
の
駅
﹂
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺

地
域
や
勝
浦
町
全
体
の
発
展
、

活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ

る
の
か
。

　
文
化
は
産

業
が
成
熟
し

た
と
こ
ろ
に
花
開
く
。﹁
道
の
駅
﹂

は
一
つ
の
起
爆
剤
で
あ
り
、
加

工
施
設
な
ど
を
併
設
す
る
こ
と

で
農
商
工
の
連
携
、
発
展
に
大

き
く
寄
与
し
、
産
業
・
文
化
の

交
流
拠
点
と
し
て
相
乗
効
果
が

図
ら
れ
る
。

　
既
存
の
施
設

を
一
体
感
を
持

っ
て
整
備
し
、
農
業
振
興
や
文

化
の
交
流
拠
点
と
し
て
行
き
た

い
。

　

　
﹁
楽
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
の

利
用
状
況
と
、
利
用
促

進
に
向
け
た
機
器
の
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
や
内
容
充
実
へ
の
取

り
組
み
は
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最
大
限
活

用
す
る
た
め
に
﹁
パ
ソ
コ
ン
教

室
﹂
を
開
催
し
て
は
。

　
十
九
年
度
は
月
平
均
二
千
七

百
二
十
八
件
、
今
年
度
十
一
月

ま
で
の
月
平
均
は
千
四
百
六
件

で
減
少
傾
向
に
あ
る
。
機
器
の

更
新
や
環
境
改
善
は
行
っ
て
い

る
が
、
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
や
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
取

り
入
れ
た
番
組
作
り
が
必
要
と

考
え
る
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
必

要
性
は
感
じ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
開
催
は
考
え
て
い
な
い
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
最

大
限
活
用
す
る

た
め
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
含
め
、

何
が
必
要
か
を
十
分
に
検
討
し

て
行
き
た
い
。

　
勝
浦
町
の
明
る
い
未

来
の
た
め
に
、
残
る
任

期
で
何
を
優
先
的
に
取
り
組
む

の
か
。

　
小
・
中
学
校

の
耐
震
化
を
優

先
的
に
実
施
し
、
道
の
駅
を
拠

点
と
し
た
産
業
文
化
の
交
流
、

周
辺
地
域
の
活
性
化
や
み
か
ん

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
、
全
地
区
に
整
備
さ
れ

た
自
主
防
災
組
織
の
連
絡
協
議

会
を
設
置
し
、
更
な
る
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
り
た
い
。

問

町
長

答

町
長

答

町
長

答

問

問

副
町
長

答

総
務
税
務
課
長

答

松

田

貴

志
議

員

﹁ 

道
の
駅 

﹂

  
勝
浦
の
発
展
に

  
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
の
か

交
流
拠
点
と
し
て
相
乗
効
果

　
　
　
　
　
　
　   

︵
副
町
長
︶  

　

　

情
報
化
社
会
に
向
け
て

　  

利
用
促
進
策
は

　
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

 

︵
総
務
税
務
課
長
︶

残
る
任
期

何
を
優
先
的
に

　  

取
り
組
む
の
か

　
小
・
中
学
校
の
　

耐
震
化
を 

︵
町
長
︶
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何を優先的に取り組むのか



一 般 質 問

谷添教育委員会事務局長

ストレートジュースで付加価値を

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

　
百
年
に
一
度
と
い
わ

れ
る
大
不
況
の
も
と
で

町
民
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
。

低
所
得
者
に
は
国
保
税
が
大
き

な
負
担
と
な
り
、
病
気
に
か
か

る
と
医
療
費
の
一
部
負
担
金
の

支
払
い
が
困
難
と
な
っ
て
し
ま

う
。
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い

現
実
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
払
え
る
国
保
税
や
一
部
負
担

金
に
す
る
た
め
に
も
、
申
請
減

免
の
基
準
を
数
字
的
に
明
確
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
具
体
的
な
数

値
基
準
を
設
け

な
く
て
も
、
申
請
者
の
事
情
を

よ
く
確
認
す
る
こ
と
で
、
現
行

制
度
で
十
分
対
応
出
来
る
。

　

　
が
ん
な
ど
の
高
度
治

療
で
闘
病
を
続
け
、
大

学
病
院
等
に
か
か
る
こ
ろ
に
は

治
療
費
の
負
担
に
耐
え
き
れ
ず
、

生
活
が
行
き
詰
ま
り
治
療
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
事
例
が
出
て

来
て
い
る
。
﹁
国
立
病
院
等
の

医
療
費
の
支
払
い
延
期
可
能
﹂

な
ど
の
制
度
を
周
知
し
て
は
。

　
町
民
に
周
知

出
来
る
よ
う
に

し
た
い
。　

不
況
に
あ
え
ぐ
社
会

情
勢
の
中
で
、
子
供
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
実
情
に
あ
っ
た

対
応
で
就
学
援
助
制
度
を
運
用

し
、
学
び
の
場
を
保
障
す
る
べ

き
だ
。

　
年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
必
要

な
場
合
は
追
加
認
定
し
て
い
る
。

　
み
か
ん
だ
け
で
は
な
く
、

豊
か
な
自
然
と
産
物
に

恵
ま
れ
た
勝
浦
町
を
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
、
す
べ
て
の

産
物
を
有
効
活
用
す
る
べ
き
で

は
。

　
ま
た
、
生
産
か
ら
加
工
、
販

売
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
、
今

ま
で
の
あ
り
方
か
ら
一
歩
踏
み

込
ん
で
行
く
べ
き
だ
。

　
み
か
ん
の
ス
ト
レ
ー
ト
ジ
ュ

ー
ス
の
生
産
な
ど
、
今
後
は
一

次
産
品
に
付
加
価
値
を
つ
け
る

取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。
既

存
の
加
工
施
設
の
利
用
も
減
少

傾
向
に
あ
り
、
有
効
利
用
出
来

る
よ
う
に
施
設
の
見
直
し
を
含

め
検
討
し
て
行
き
た
い
。

　
先
進
事
例
を

研
究
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
つ
く
る
な
ど
、
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

問

問

問

問

町
長

答

町
長

答

町
長

答

産
業
建
設
課
長

答

井
出
美
智
子
議
員

国
保
税

  
減
免
制
度
の
基
準
を
明
確
に

個
別
に
実
情
を
把
握
し
対
応 

︵
町
長
︶  

　

　

不
況
に
対
応
し
た

就
学
援
助
制
度
の

　
　
　  

あ
り
方
を

国
立
病
院
等
の
医
療
費
の

支
払
い
延
期
可
能

周
知
し
て
は
ど
う
か

勝
浦
ま
る
ご
と

ブ
ラ
ン
ド
化
で

　
　
　  

活
性
化
を
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一 般 質 問

新過疎法制定に向けた県の決起大会

岩佐福祉課長

豊岡住民課長

総
務
税
務
課
長

答

産
業
建
設
課
長

答

　
新
年
度
予
算
の
特
徴

と
総
額
は
。

　
ま
た
、
各
課
の
重
点
施
策
と

予
算
要
求
の
作
業
日
程
は
。

　
大
き
な
事
業

と
し
て
は
公
立

学
校
の
耐
震
補
強
、
道
の
駅
の

積
極
的
な
取
り
組
み
、
沼
江
バ

イ
パ
ス
第
二
期
工
事
の
着
手
な

ど
が
あ
る
が
、
予
算
総
額
に
つ

い
て
現
時
点
で
は
明
言
出
来
な

い
。

　
住
民
に
直
結
し
た
も
の
を
最

優
先
し
、
厳
し
い
が
勝
浦
町
の

未
来
に
向
か
っ
て
進
む
た
め
に

は
、
﹁
課
題
の
選
択
・
集
中
﹂

で
活
力
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

　
新
し
い
事
業
が
あ
る
の
で
、

二
十
年
度
以
上
の
財
源
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
基
金
の
取
り
崩

し
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
予
算
の
作
業
日
程
は
、
一
月

中
旬
に
各
課
か
ら
提
出
、
一
月

下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
査
定
、

二
月
中
旬
に
県
と
の
協
議
を
終

え
た
い
思
っ
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ

い
て
は
、
検
討
委
員
会
の
方
針

を
も
と
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調

整
を
し
た
い
。

　
沼
江
バ
イ
パ
ス
の
早
期
着
工

と
、
道
の
駅
の
予
算
要
求
で
あ

る
。

　
医
師
、
看
護
師
の
確
保
と
過

重
労
働
の
改
善
を
図
っ
て
行
き

た
い
。

　
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
、
廃
棄
物
資
源
化
交

付
事
業
実
行
計
画
な
ど
で
あ
る
。

　
保
育

所
民
営

化
の
た
め
二
十
一
年
度
に
引
き

継
ぎ
保
育
を
実
施
し
、
子
供
た

ち
に
混
乱
が
起
き
な
い
よ
う
ス

ム
ー
ズ
に
移
管
出
来
る
よ
う
に

し
た
い
。

　
新
過
疎
法
制
定
に
向

け
て
、
町
お
よ
び
県
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
国
の
動
き

は
。

　
知
事
と
関

係
市
町
村
で

﹁
徳
島
県
過
疎
対
策
研
究
会
﹂

を
立
ち
上
げ
、
昨
年
の
八
月
に

﹁
総
決
起
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
た
。

　
国
に
お
い
て
は
、
昨
年
の
九

月
に
﹁
過
疎
問
題
懇
談
会
﹂
を

立
ち
上
げ
五
回
の
会
議
を
開
催

し
、
二
十
一
年
一
月
以
降
に
結

果
を
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
注
視
し
た
い
。

　
簡
易
水
道
組
合
長
会

議
の
内
容
は
。

　
ま
た
、
使
用
料
金
滞
納
者
の

扱
い
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
会
議
で
は
各
施
設
の
老
朽
化

に
対
す
る
要
望
が
多
く
出
さ
れ

た
。
　
使
用
料
金
滞
納
者
に
対
し
て

は
、
督
促
状
を
発
送
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

問

問

問

町
長

答

副
町
長

答

住
民
課
長

答

福
祉
課
長

答

教
育
委
員
会
事
務
局
長

答

産
業
建
設
課
長

答

病
院
事
務
局
長

答

西

浜

勝

己
議

員

新
年
度
予
算

  
各
課
の
重
点
施
策
は

沼
江
バ
イ
パ
ス
と
耐
震
工
事
︵
町
長
︶ 

ど
う
な
る
新
過
疎
法

国
の
動
き
を
注
視

　
︵
副
町
長
︶

水
道
使
用
料
金

滞
納
者
の
対
応
は

　
督
促
状
を
発
送

 

︵
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長
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心をはぐくむ絵本の配布を

利用者が少ないＩＰ電話

　
今
回
も
﹁
議
会
だ
よ
り
・
町

政
を
問
う
﹂
で
報
告
し
た
一
般

質
問
で
、
前
向
き
な
答
弁
が
あ

っ
て
も
出
来
て
い
な
い
事
項
を

追
跡
す
る
。

　
正
木
ダ
ム
建
設
当
時

に
知
事
と
勝
浦
郡
町
村

会
長
と
二
十
八
項
目
に
確
約
事

項
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
行
動
は
。

　
行
政
間
の
約
束
ご
と

で
あ
り
、
早
急
に
確
認

の
場
を
持
ち
た
い
。

　
こ
の
確
約
は

勝
浦
川
流
域
の

整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
交
わ

さ
れ
た
も
の
で
、
ま
だ
十
項
目

が
未
整
備
で
あ
る
。
会
議
が
開

か
れ
た
の
は
平
成
七
年
で
以
後

十
一
年
間
開
か
れ
て
い
な
い
。

　
県
に
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う

に
、
協
議
の
場
を
持
ち
確
認
す

べ
き
で
あ
る
。

　

　
乳
幼
児
期
に
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
る
こ
と
は
、

子
供
の
心
と
言
葉
を
は
ぐ
く
み

親
子
の
き
ず
な
が
深
ま
る
。
絵

本
を
無
料
配
布
し
て
は
。

　
有
効
性
も
含
め
調
査

し
検
討
し
た
い
。

　
こ
の
こ
と
は

徳
島
市
な
ど
周

辺
町
村
で
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
要
求
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　　

固
定
電
話
か
ら
Ｉ
Ｐ

電
話
に
替
え
る
と
年
間

三
万
円
く
ら
い
安
く
な
る
。

　
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
性
能

の
改
善
や
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
固
定
電
話
と
同
じ
性

能
や
サ
ー
ビ
ス
が
可
能

な
の
で
、
問
題
点
を
解
消
し
て

行
く
。

　
ま
だ
町
民
だ

れ
も
が
使
い
や

す
い
状
態
で
な
い
た
め
、
利
用

者
は
少
な
い
。

問答

追
跡

追
跡

追
跡

問

問

答

答

パート２

十
九
年
九
月
議
会

正
木
ダ
ム

建
設
時
の
確
約
は

長
年

〜
　
　
　

会
議
開
か
れ
ず

十
九
年
九
月
議
会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　  

事
業
を

進
展
せ
ず
　
　

今
後
も
追
求

Ｉ
Ｐ
電
話
の

　
　  

利
用
促
進
を

利
用
者
は
少
な
い

十
九
年
十
二
月
議
会

レ
ポ
ῴ
ト

追
跡
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DTP
ＩＰ電話の利用促進を
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４年生

〃

〃

４年生

２年生
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はばたけ！はばたけ！

ちびっ子ア
スリート

ちびっ子ア
スリート

はばたけ！はばたけ！はばたけ！

ちびっ子ア
スリート

ちびっ子ア
スリート

ちびっ子ア
スリート

 日本空手道日本空手道  「 三空会勝浦道場三空会勝浦道場 」 日本空手道  「 三空会勝浦道場 」

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
花
盛
り
の
季

節
で
す
が
、
私
は
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
が
大
好

き
で
あ
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
で
は
対
戦
相
手
と
大
き
な
実

力
差
が
あ
っ
て
も
決
し
て
力
を
抜
か
な
い

し
、
ト
ラ
イ
を
奪
っ
て
も
派
手
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
し
な
い
。
そ
れ
は
常
に
相
手
に

対
し
て
敬
意
を
払
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
を
現
す
言
葉
に
﹁
一

人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人

の
た
め
に
﹂
や
試
合
が
終
わ
れ
ば
﹁
ノ
ー

サ
イ
ド
＝
敵
味
方
な
し
﹂
な
ど
が
有
名
だ

が
、
今
の
世
の
中
、
自
分
勝
手
な
事
件
を

見
る
た
び
に
改
め
て
他
人
を
思
い
や
る
気

持
ち
が
必
要
だ
と
思
う
。

　
駅
伝
の
タ
ス
キ
つ
な
ぎ
に
も
み
ん
な
を

思
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

︵
公
一
︶

◎毎週 火・木曜日

◎午後６時30分から９時まで

◎勝浦町民体育館

【連絡先】

西田 誠 指導員宅

☎ 0885-42-2261

練 習 日 時

　それぞれの目標に向かって、

亡き師範の意志を受け継ぎ

「努力の精神」を養ってほ

しい。

【道場長】鴻本 治

【県公認指導員】

瀧花秀樹・瀧花直行・西田 誠

● 道場長のコメント ●

　2009年！新春を飾るのは、日本空手道「三空会勝浦道場」のみなさんです。

　鴻本道場長の指導のもと、ちびっ子アスリート11名、中学生と一般を含め総勢22名が、冷え切っ

た夜の町民体育館で「気合一声」。基本練習から組み手へと熱気に包まれていました。　　　　　

　この道場は、「めざせ黒帯」を合い言葉に練習を続け、昨年の６月に開催された「第13回乙姫杯

争奪女子空手道選手権大会」において団体総合優勝に輝き、今後の活躍が期待されます。

東條ひなの

西田さつき

阿部由佳梨

新開  優花

小関  摩耶

西田  　望

石木  愛美

〜 メンバー紹介 〜

石木  真由

新開  未玖

出葉文加里

阿部  圭織

DTP
はばたけちびっ子アスリート

DTP
編集後記




